
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

2009年 2月
一
般演題 723（S−499）

P3 −166　胎児心拍数 モ ニ タ リン グ を用い た リズ ム形成時期と幼児期の発達 との 関連

宮崎大

住吉香恵子，川越靖 之，岩砂智丈，鮫 島　浩，池 ノ上 克

【目的】我 々 は 胎児期の リズ ム 形 成 に着 目 し，胎 児 心 拍数モ ニ タ リ ン グ を用 い て その り ズ ム 形成時期を評価 し，出生後 幼児

期 の 発 達 との 関連 につ い て 検討した．【方法】胎児心拍数モ ニ タ リ ン グ を週 2 回以 E．行い 妊娠 34週以降に分娩 とな っ た 75症

例を対象とした，出生時体重が週数相当で あっ た AGA 群 （51例〉 と，子宮内胎児発育遅 延 を認 め た IUGR 群 （24例）で ，
そ の リズム 形成時期を比較検討した．さらに 対象が 3歳 に な っ た 時 点で，心 理学教室 に よ る K −ABC ，田中 ビ ネー

知能検査，
KIDS 乳幼児発達 ス ケール 検査 を行い ，幼児期 の 発達 を評価 し た，【成績 】AGA 群 で は 妊 娠 33± 1週 で リズ ム が 形成 され た が，

IUGR 群で はそ の 形成は 有意に 遅 く妊娠 35 ± 1週 で あ っ た （p＜0．001）．　AGA 群 と IUGR 群 で は，リズ ム形 成時期 の FHR 　vari −

ability な どの 胎児心 拍数所見 に輩 はなか っ た，　 Apgar 　score ，臍帯動脈lf］Lガ ス ，　pH に も差 は認 め ず，児の 短期予後 は い ずれ

も良好で あっ た，3 歳 時に 評価 で きた 3症例（AGA 群 2例．　 IUGR　”　1 例）で は，　 K・−ABC ，田 中 ビ ネー知能検査，　 KIDS 乳幼

児発達ス ケール 検査 で 明らかな発達の 異常は 指摘 で きな か っ た．【結論】軽度の 工UGR で あ っ て も AGA 群 に比 べ 胎 児 心 拍 数

モ ニ タ リ ン グ で の リズ ム 形 成 に約 2週 間 の 遅 れ を認め た．リズ ム 形成の 遅れ は児の 脳発達 の 異常を反映 して い る 可能性があ

る．3歳時 に発達を評価で きた 3症例で は発達 に差 を
．
認め なか っ た，

P3・167　4次 元 超音波 を用 い た 妊娠初期双胎妊娠 に お け る胎 児 接 触の 観 察
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【目的】胎児行動 の 観察に よ っ て 胎児 の 状態をより知 る こ とがで きる．従来 の 2次元 超音波 （2D ）で は限界 が あ っ た が，4

次元 超音波 （4D）の 発達で 2D よ り優 れ た 評価 が可 能 となっ た，単胎児が初め て 人 と接触出来る の は 出生後で あ るが，双胎児

は 母体内で接触可能で ある，4D で 妊娠 1  一13w の 双胎児接触行動 を観察し二 絨毛膜性二 羊膜双胎 （DD ）と一絨 毛 膜性 二 羊膜

双胎 （MD ）の 差 を比 較分析する こ とを 凵的 とす る．【方 法 】対象 は 妊娠 10−13wDD 妊 婦 8名 と MD 妊婦 6名で ，産科異常や 母

体 合 併 症 例 は除 き同 意を得た．本研究は本学倫理 委員会の 承認 を得て 行っ た，4D で経腹的 に 30分間連続的 に記録後双胎児の

接 触 行 動 を検 出 した．分析 は 妊娠 10−11w ，12−13w の DD ，　 MD それぞれの 総接触数 と．　 Head　to　Head（HH ），　 Head　to　Arm

（HA ），　Head 　to　Trunk （HT ），　 Head　to　Leg （HL）．　Arm 　tQ　Arm （AA ）．　Arm 　to　Trunk （AT ），　 Arm 　to　Leg （AL ），　 Trunk

to　Trunk （TT ），　 Trunk 　to　Leg （TL ），　 Legte 　Leg （LL）の 10パ タ
ー

ン で 検討 し，　 p＜ 0．05を有意差ありとした．【成績】DD

10−11w接触 10パ ターン の 頻度と各パ タ
ー

ン 間で は，　 HL と AL の 頻 度が 他 に比 べ 有意 に 多 か っ た，　 DDI2 …13w，　 MD10 −11
w ，MD12 −13w の 接 触 10パ ターン の 頻 度 と 各パ ターン 問で 有意差 は み られ なか っ た．双胎間の 接触 10 パ ター

ン の 検討で は，

HA 　eS　DDIO−11w ，　 DDI2 −13w ，　 MDlO −11w．　MDI2 −13w の 全 て で 有意差が み られ た．　HT ，　 AA ，　AT で は，　 DDIO −11w と

DD12 −13w ，　 MDIO −11w，　 MD12 −13w ，また，　MDIO −llw と MD12 −−13w で 有意差が み られ た．【結 論】4D に よる 妊娠初期双胎

聞接触に は DD と MD ，10−llw と 12−13w で 差異が あ る こ とか ら，双 胎問 の接触行動 は発達など に影響 を及ぼ す可 能性 が示

唆 され た．
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【目的】胎動 は 胎児 well
−being を評 価す る ため の 有力な指標で あるが，家庭 で 長時 間 にわ た り客観的に モ ニ タ

ー
す る方法 は確

立 して い な い ．高感度 に振動 を感知する 静電 容量 型 加速度セ ン サ
ー

を用 い た 長時間の 胎 動記 録 の 報 告（Early　Human 　Dev ．84，

595−603，2008）に基づ き，今 回 は実用化の た め に，こ の 方法の検査として の 精度を検討 し た．【方法】2007年 2 月か ら翌 年 3

月まで 当院を受診 し た 正常経過 の 妊婦 14例 を対象 と し，informed　consent を得 た ヒで，1 回 あ た り30分間の 検査 を計 45

回行 っ た ．妊婦を セ ミフ ァ ウ ラ
ー

体位 と し，腹部 に直径 2．8cm，20g の 円盤 状の 加 速 度セ ン サーを，妊婦が最も胎動 を感 じる

部分 （セ ン サーA）とその 対側（セ ン サ
ーB ）に 2 つ 装着，同 時 に心電図 と呼吸 をモ ニ タ

ーした．ま た超 音波断 層装置の プ ロ
ー

ブ を，胎児の 躯幹 と大腿部が
一

画面に 描写され る ように 固定し，胎 動を画像 で観察し記録した，さ らに妊婦の 胎動自覚も記録

し た．こ の 記録 を 10秒毎 1 回 の 検査 あ た り 180の デ
ー

タ に 分け，セ ン サーが感 知 し た振 動，超音波断層法 に よ る 胎動，胎

動 自覚 の 3者間 の
一
致度を bias−adjusted 　kappatest に よ り検討した．【成績】セ ンサー一・

　A，　 B と超音波断層法 に よ る胎動の
一

致度 は それ ぞ れ 0．790± 0．ll6，0．760± 0．150で，両者 と も胎動自覚 と超 音波断層法 に よ る 胎動の
一致 度 （O．623± 0249）よ り有

意に 高か っ た （p＜ 0．0001）．週 数 別 にみ た
一
致度は妊娠後期 に なるほ ど高い 傾 向が あ っ た．【結論】こ の セ ンサ

ー
の 胎動 を検出

す る精 度は，最も胎動を感 じる 部分 に 装着 した 場合に 最 も高く，対側 にずれ た 場合 で も胎動 自覚 よ り高 い こ とが示 され た．本

セ ン サーは家 庭 で の 長 時 間胎 動 モ ニ タ リ ン グ に 実用的で ある こ とが示唆された．
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